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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

漁師の方にお話伺うと今年の鱒は型が大きいようですし、秋サケも早めに来ているようです。水産試験場の予想では
昨年より 10％程度多いとも言われていますので、安全操業に徹して豊漁を願っています。さて、子供たちの夏休みも終
わり高校野球やオリンピックが終わると、秋祭りや小・中学校では学芸会や学校祭・文化祭の季節を迎えます。秋晴れ
の空に子どもたちの賑やかな声が響き渡る季節です。美味しい秋の味覚をお腹いっぱい食べて元気に頑張りましょう！
では、また。

町長日誌の第 154 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№154町長日誌
心配された台風 7号の影響は、一時的な強い雨と風が吹きましたが、大きな被害は
ありませんでした。足寄町や常呂川流域の住宅や農作物への被害がテレビなどで見るに

つけ、我が町に被害が無かった安堵と共に被害の有った町の皆様に心からのお見舞いを申し上げたいと思います。台風
が去ったとは言え、気象概況を見ると暫くは暖かく湿った空気が北海道に入る事から、断続的に強い雨が降り続く可能
性がありますので、河川に近いところにお住いの皆様は十分に気を付けて下さい。また、地盤の低い場所に住宅のある
方は土嚢や排水ポンプなどの備えもお考えください。農家や加工場など冷蔵・冷凍施設を常時稼働しなければならない
事業所などは発電機の装備も必要かと思います。万が一災害が発生した時、町としては最大限の対応をしますが、全て
に対応しきれるわけではありません。まずは、自らの生活や仕事を守るための自主対策も日頃からご検討いただければ
幸いです。何故なら「災害は忘れた頃にやって来る！」ものなのです。

8月 19日㈮　PM4:00

朝 8時 30分から町長杯少年野球大会が開催され、挨拶をさせて頂きました。
その後、球場の反対側にある町民グラウンドでサッカー少年団の大会が有りましたので少しの間観戦させて頂きまし

た。この運動場は近年あまり使われていなかったのですが、サッカーを愛好する皆さんからグラウンドに芝を張りサッ
カー場として利用したい旨の要望がありました。張芝は非常に高額ですので、芝草の種子を町で提供し、播種は農家の
播種機を借りて行い、散水や芝刈りなどの手入れはサッカークラブの皆さんで行って頂いています。地面に近づくと裸
地も結構あるのですが、遠目には立派な芝グランドになり、日曜日には各地のクラブチームが集まりまして練習試合や
大会が盛んに開催されています。この後、二つの自治会からイベントにお誘いがありましたので、参加させて頂き帰路
に就いたのは夕方となりました。楽しい一日でした。ありがとうございました。

7月24日㈰

夕方から、「第 34回おこっぺ夏まつり」の前夜祭が素晴らしい天候に恵まれて始まりまし
た。会場には町内の各団体や有志の出店が並び、前夜祭の目玉である花火大会には 2500 人とも 3千人とも言われる人
が集まり、午後 8時から 35分間に亘って約 4000発の花火が見事に打ち上げられました。今年も㈱ニトリのご提供によ
る花火が色鮮やかに夜空を彩りました。「ニトリ花火」は今年で 3年目になりますが、ついに今年は似鳥昭雄会長が来町
され、花火やビンゴゲームを楽しんでいただきました。会長もこれほどにきれいな花火とは思っていなかったようで「今
後も応援しますよ！」と力強く約束して下さいました。似鳥会長、そして百百代奥様本当にありがとうございました。

8月6日㈯

31 日には、第 5代町長安藤正雄さんの奥さま安藤サトさんの葬儀、翌 1日に
は第 4代町長神山友視さんの奥さま神山昌子さんの葬儀がいずれも札幌市で執り行われましたので、私と副町長が手分けを
してお参りをさせて頂きました。私の場合もそうなのですが、町長と言う立場の夫を支える妻の苦労は並大抵ではないと思
います（分かっているつもりではありますが）。お二方の御生涯に心から「ご苦労様でした」と申し上げたいと思います。

7月31日〜8月1日（日〜月）

管内の期成会と上川町・旭川市の首長・議長さらには振興局が大挙してＪＲ北海道本社に
石北線などの路線の確保を要請しました。代表の北見市長や上川町長から厳しい指摘や非難の言葉がＪＲ側に投げかけ
られましたが、出席したＪＲ役員からは「経営の厳しさ」を述べるばかりで、何の成果も見出せませんでした。その後、
道副知事や道議会にも要請をしましたが、存続のためには莫大な費用を毎年必要とすることから、このキーワードには
誰も触れたくない雰囲気で、一筋縄では答えが見出せない難題中の難題なのであります。

8月10日㈬


